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§１．研究成果の概要 
 

１）形成層幹細胞の動態：定量的系譜解析や細胞周期解析を効率的に行うため、シリアル切片

の共焦点観察を引き続き試みた。複数の共用施設の機器を試したが、新型コロナウイルスに伴う

影響で機器のアップデートが滞ったり、進捗が遅れたりした影響で、このままでは予定されている実

験を期間内に完遂することが難しいことが判明した。一方で、機器を構築することを念頭に、様々

な条件を検討したところ、観察に適する条件を見出すことができた。 

２）二次成長中の遺伝子発現変遷：前年度に開発した方法を用いて、より多くの核を用いて形成

層の細胞を対象としたシングル核遺伝子発現解析を行うことに成功した。解析結果より、形成層幹

細胞は特異的な遺伝子発現プロファイルを持つことが再び確認され、当初の目的の一つが達成さ

れた。形成層幹細胞特異的に発現している遺伝子リスト、あるいは発現しない遺伝子リストは、今

後の機能を解析する上で重要な基礎情報となる。また、開発した方法・技術を所属する理化学研

究所に移植することにも成功し、所内・外の研究者に使ってもらえる基盤を構築することができた。

実際に複数の共同研究プロジェクトに携わることができ、いずれも良好な解析結果が得られた。 

３）候補遺伝子機能の解析：一部の細胞でのみ遺伝子発現を変化させるシステムの構築を図っ

たが、想定した性能は得られなかった。 

４）形成層の制御に働く AHL15 の役割を共同研究によって明らかにした１)。 
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